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都市部においてMaaSがある程度普及した状況下で

生活者の「外出」と「消費行動」には
どのような変化があるのか

に焦点をあて調査研究

問題意識

MaaSによる移動の変化については
注目・議論されているものの、

MaaS時代の消費行動の変化は
議論が不足しているのではないか？
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先行研究

移動手段の変更、MaaS利用意向、情報の統合など

消費行動の変化に言及したものは見当たらない
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事前調査

 現状の都市部の交通手段に大きな不満はない。

 交通費の負担感が大。外出の障壁にもなりうる。

 「定額乗り放題」なら、せっかくなので出かけたい。

都市型MaaSにおいては

「定額乗り放題」がポイントではないか
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現状の外出実態について、生活者インタビューを実施

※生活者インタビュー概要
調査対象：東京都23区在住・20～74歳，サンプル数：12名（3名×4グループ） ，実施日：2019年4月21日、22日



実験

 対象者4名に3万円がチャージされた交通系ICカードを渡し、1か月間自由に
行動してもらう

 日々の行動記録を日記につけてもらう

 期間終了後、1か月の外出・消費行動についての
簡単なアンケートを実施

 日記とアンケートをもとに、対象者にデプスインタビューを実施

※定期券外の交通費を負担。ICカードでの支払いができない場合は、後日精算。

・・・

東京23区内の
公共交通機関および
タクシー（5ｋｍ圏内）
が対象
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交通機関の「定額乗り放題」を
疑似体験する実験を行った

※実験対象：東京都23区在住・有職者 20～40代，サンプル数：4名，実験期間：2019年5月20日～6月16日
※対象者の費用負担がないため、実際の「定額乗り放題」と本実験とは異なる部分もある。
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（実験結果詳細） 女性20代 男性30代 女性30代 男性40代

外出頻度 増えた やや増えた やや増えた 変わらない
※もともと多い

行動範囲 変わらない 広がった 広がった 広がった

実験結果（外出）

●態度と行動のギャップの解消
（行きたいと思ったら、行く）

●ちょっとした用でも、
出かけることをためらわない

⇒ 頻度が増える

●行動範囲が広がる
（定期券範囲内に縛られない）

●態度と行動のギャップ
（行きたくても、行かない）

●ちょっとした用のために
出かけるのをためらう

●行動がパターン化
（定期券範囲内の行動）

外出の頻度は増え、行動範囲は広がった

＜実験前＞ ＜実験後＞
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（実験結果詳細） 女性20代 男性30代 女性30代 男性40代

店舗選択
重視点

変化あり 変化あり 変化あり 変化あり
※大型商業施設より、
そこにしかないお店を優先

※定期券での行きやすさより、
好みを優先

※駅からの近さや価格帯
よりも、美味しいお店を優先

※定期券での行きやすさより、
好みを優先

支出の増減
増えた やや増えた やや増えた 増えた

※好きなお店に行くので
単価アップ

※1回あたりの単価は下がったが
1カ月の総額は増えた

支出金額
実験がきっかけで外出した日のみ

13,800円 26,442円 12,000円 74,200円
※奢りなど他者負担除く ※家族との消費も含む

交通費
1カ月に定期券外で使用した分

12,171円 4,842円 4,990円 18,861円

実験結果（消費行動）

店舗選択時の重視点が変わり、支出が増えた

●店舗選択時は「アクセス」よりも

「好み」や「品揃え」を重視

●外出先での支出が増える

●店舗選択時は「アクセス」を
重視

●いつも通りの店舗を
「なんとなく」選択する

＜実験前＞ ＜実験後＞



定量調査

※定量調査 概要

調査方法：インターネット調査
対象：東京都23区在住の18-79歳(高校生除く)
サンプル数：1200名（性年代別・人口構成比割付）
調査期間：2019年7月19日～21日
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1. 外出頻度は増えるか？

2. 行動範囲は広がるか？

3. 店舗選択重視点は変わるか？

4. 支出は増えるか？

実験の結果をふまえて、定量的な検証を行った



定量調査結果（外出）

＜将来、電車やバス、タクシーなど交通費の負担感がなくなったとしたら＞

（n=1200）（n=1200） （n=1200） （n=1200）

74.1％

行ってみたい
と思っていた場所に、
実際に行くようになりそう

68.7％

ちょっとした用事でも
出かけることを

ためらわなくなりそう

70.9％

お出かけ頻度が
増えそう

76.8％

行動範囲が
広がりそう

※ 円グラフは、小数点以下第二位を四捨五入しているため、必ずしも100%とはなりません。
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1.外出頻度 2.行動範囲

外出頻度は増える／行動範囲は広がる



定量調査結果（消費行動）

（n=1200） （n=1200） （n=1200）

69.5％

近くの場所・店や施設より、
少し離れても好きな場所・
店や施設に行くようになりそう

65.2％

出かけ先での支出額
(買い物・飲食など)
が少し増えそう

※ 円グラフは、小数点以下第二位を四捨五入しているため、必ずしも100%とはなりません。

70.7％

なんとなく過ごす場所・店や施
設より、好きな場所・店や施設
に積極的に行くようになりそう
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3.店舗選択重視点

＜将来、電車やバス、タクシーなど交通費の負担感がなくなったとしたら＞

4.支出

店舗選択重視点は変わる／支出は増える



結論

MaaS時代の「定額乗り放題」によって想定される変化

 「頻度」が増える

 「範囲」が広がる
外出

 店舗選択重視点が変化する
（アクセス ＜ 好み・品揃え）

 出かけ先での支出が増える

消費
行動
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実務への示唆

MaaS時代の定額乗り放題
で行動範囲が広がることで、

商圏の拡大
の可能性がうかがわれた

商圏の設定について

MaaS×販売促進

定額乗り放題を
販売促進として活用し
商圏を拡大させる

＜施策案＞
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MaaS時代には態度と
行動とのギャップが解消し、

情報への反応が高まる
可能性がうかがわれた

情報提供について

TPOインサイトを捉えた
情報提供

その時・その場・そのシチュエーション
に合わせた情報提供で
「行きたい」気持ちにさせる

＜施策案＞



参考（実験後のインタビュー）

（女性20代）

お出かけ情報を見ても、なんとなくいいなと
思ったり、いつか行けたらいいなと思うだけで
終わることが多かった。

行って何も楽しめず失敗したらイヤなので、いつ
も行っているようなところに行くことが多い。

飲み会に誘われても、そんなに長居ができず帰
らないといけない時は、交通費をわざわざかけ
てまで行かなくてもいいかと思ってしまう。

あまり好きな街ではないけど、定期券内だから
池袋・新宿・渋谷に行くことが多かった。

（男性30代）

（女性30代）

（男性40代）

＜実験前＞
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いつか行けたらいいなというよりは、行くとしたらこのタ
イミングかなと具体的に考えるようになった。

いろいろな人に会う頻度が増えた。発見がある。いろ
いろなエリアも行けるし。

どこかに行ってみようというポジティブな気持ちになって
いた。

駅ビルとか近いところで済ませてしまうことが多
かった。

普段行く店はある程度決まっている。なんとな
く寄ろうと思っていくことが多かった。

チェーン店でない個人経営のお店に行ってみようと思
うようになった。あまり距離は関係なく、気になるなと
いう感じだったら行こうと思うようになった。

＜実験後＞

今までは駅に近くて安いお店もよく利用してい
た。手っ取り早く食べて飲んでできるチェーン店
でいいやという感じだった。

ちょっと離れてもおいしいところがないかなと探すよう
になった。行きたいところに行くようになったので単価が
高くなった。

割と東京23区って狭いなと感じた。なじみがなかった
エリアも行ってみたら、めちゃくちゃ近いと感じた。

乗り放題になると、歩きやすいし、落ち着いているエリ
アを優先するようになった。定期で行きやすいことより
自分の好きな方を選んだ。


